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１ Arduino とは

Arduino （アルドゥイーノ）は、ワンボードマイコンの一種で、オープンソースハードウェアであ

り、組み立て済みの基板を購入することもできるほか、誰でも自分の手で Arduino を組み立てる

ことができます。

ＵＳＢコネクタでＰＣと接続して利用します。デジタルポートとアナログポートを利用し、様々

なセンサーを接続したり、デジタルポートの出力により、モーターや各種機器をコントロールする

ことができます。

Arduino は安価で、インターネット等で簡単に購入することがで

きます。正規品の Arduino は、2017年現在、3000円程度で販売され

ていますが、互換品は 500～1000円程度で購入できます。

（Amazon での販売例）
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２ ソフトウェアの入手

Arduino にプログラムを書き込むためのソフト（Arduino IDE）のダウンロード先から zip ファイ

ルを入手し、ＰＣの適当な所に解凍して配置します。（インストールの必要はありません）

https://www.arduino.cc/en/Main/Software

【arduino-1.8.1-windows.zip を解凍したフォルダ】

フォルダ ”arduino-1.8.1” をＣドライブ等に配置

します。

（配置例）c:¥freesoft¥arduino-1.8.1

【Arduino IDE を起動した画面】

※Arduino IDE を起動すると、ドキュメントフォルダ内に

”Arduino” フォルダが自動的に作成されます。

（プログラムを保存するフォルダになります）

ZIP file を指定

JUST DOWNLOAD

Arduino IDE の起動は、”arduino.exe” で行いま

す。

“arduino.exe” を右クリックし、スタート画面やタ

スクバーにピン留めしておくと便利です。
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３ Arduino Uno をＵＳＢケーブルでＰＣに接続

Arduino Uno のＵＳＢコネクタで、ＰＣに接続します。Windows10 の場合、自動的にドライバが

インストールされ、ＣＯＭポートとして認識されます。

※ＣＯＭ３として認識されている Arduino Uno

Windows10 で「デバイスマネージャー」を起動

するには、スタートボタンを右クリックします。

ＰＣ→プロパティ→デバイスマネージャー

という方法もあります。

Arduino Uno 互換機ドライバーのインストール

Arduino の互換機として販売されているボードでは、USBシリアル変換に ch340 と

いうチップが使用されています。Windows8 以降では、自動的にインターネットから

ドライバを探しインストールされますが、Windows7 以前では、手動でインストール

する必要があります。

（参考）ＵＲＬ http://ymdnet.cho88.com/sen/htdocs
上記ｙｍｄｎｅｔの「Arduino研究室」→「Arduino Uno 互換ボードを試しました」参照

CH340 のドライバーが読み込まれ、COMポートに登録されている様子

CH340 のドライバーファイル
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４ Arduino IDE 操作の基本

IDE（Integrated Drive Electronics統合開発環境）を起動すると、スケッチ（Arduino IDEでのプログラ

ムの呼び名）の基本形が自動的に作成されています。（日付をもとに、ファイル名もつけられます）

シリアルモニタ表示ボタン

ツールから、シリアルポートとボードを確認

します。

検証

マイコンボードに書き込む

新規ファイル

開く

保存

＜シリアルポート番号の確認＞ ＜ボードの確認＞

正しいシリアルポート番号に☑が付いているか、ボードが正しく選択されているか、確認します。
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５ スケッチの構文

スケッチは、setup( ) と loop( ) 部から構成されています。

”Blink” を開き、構文を確認します。

「開く」をクリック

「01.Basics」をポイント

「Blink」をクリック

スケッチ”Blink” は、Arduino Uno の基板上に配置されたＬＥＤを１秒おきに点滅させるプログ

ラムです。

（解説）

・ setup部は最初の１回だけ実行されます。ここで初期設定などを記述します。

・ loop部は繰り返し実行される部分です。

・ pinMode(ピン番号,モード) は指定したデジタルピンのモード（INPUT or OUTPUT)を指定

ここでは、ＬＥＤを点滅させるため、OUTPUTを指定しています。

LED_BUILTINは予め１３という数字が割り当てられています。（基板上のＬＥＤはデジタル

ポート１３につながっています） pinMode(13,OUTPUT); と同じになります。

・ digitalWrite(ピン番号,HIGH);は指定のデジタルピンを HIGH（５Ｖの出力）にします。

・ digitalWrite(ピン番号,LOW);は指定のデジタルピンを LOW（０Ｖの出力）にします。

・ delay(整数);は指定のミリ秒だけ、プログラムが停止します。（待ち時間の確保）

delay(1000);は１秒間、プログラムが停止します。

setup 部

loop 部
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［操作練習］”Blink”のスケッチを変更して、ＬＥＤの点滅時間を変えてみましょう。

（例）３秒間点燈し、１秒間消灯する。

最初の delay(1000);を delay(3000);に書き換えます。

「マイコンボードに書き込む」のボタンをクリックします。

３秒点滅になったことを確認します。

［操作練習］変更した”Blink”のスケッチを”Blink３秒”として保存しましょう。

（ファイル）から（名前を付けて

保存）をクリックします。

保存先が”Arduino”になっている

ことを確認し、ファイル名

を”Blink３秒”とします。

「ＯＫ」をクリックします。

※保存先は、ドキュメント内です。

（参考）

（ファイル）→（環境設定）で「環境設定」の情報が表示されます。

※ここでは、特に変

更はしないので、

閉じておきます。
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６ アナログポートの情報をシリアルモニタに表示する

６個のアナログポートでは、０～５Vの電圧の変化を０～１０２３の値として読み込むことがで

きます。

読み込みの基本形

ｉｎｔ ａ ＝ ａｎａｌｏｇＲｅａｄ（番号）；

番号は０～５の数字（又は、Ａ０～Ａ５）

ｉｎｔは、変数ａが整数型であるという宣言

読み込んだ数値をＰＣに送るために、シリアル通信の定義をします。

Ｓｅｒｉａｌ．ｂｅｇｉｎ（通信速度）；

通信速度は、通常９６００を指定（ＣＯＭポートの設定に合わせる）

ＰＣ側で別のシリアル通信用のソフトを準備し、Arduino から送られてくるデータを読み込むこ

とで、アナログポートの値を取得することができます。

Arduino IDE が持っているシリアルモニタの機能を利用して、シリアルポートに出力しているデ

ータを表示させることもできます。

次のスケッチは、ＩＣ温度センサーをアナログポート０に接続し、読み込んだ値と計算した温度

をシリアル通信で出力するものです。

シリアルモニタの表示

スケッチの書き込み
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ＩＣ温度センサー（ＬＭ６０）は、－２５～＋１２５℃の温度を、１℃当たり 6.25mVの電圧で

出力するもので、電圧の変化を Arduinoのアナログポートで読み込み、計算しなおすことで、温度

がわかります。

【秋月電子通商の販売画面】

７ ＰＣでデータを記録する

シリアルポートで通信したデータをＰＣに記録するためには、別途ソフトを準備する必要があり

ます。様々なソフトがありますが、Arduinoと最も親和性がよいプログラム言語に、「Processing」
があります。（Arduinoは Processngプロジェクトから派生したプロジェクト）

Processing のダウンロード先

https://processing.org/

（※詳細は、ｙｍｄｎｅｔ参照 http://ymdnet.cho88.com）

Download Processing


	１　Arduino とは
	２　ソフトウェアの入手
	３　Arduino Uno をＵＳＢケーブルでＰＣに接続
	４　Arduino IDE 操作の基本
	５　スケッチの構文
	６　アナログポートの情報をシリアルモニタに表示する
	７　ＰＣでデータを記録する

